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はじめに

1934年11月，当時日本領であった南樺太（現在のロシア

領サハリン島南部）から恐竜化石が発見され，1936年にニッ

ポノサウルス・サハリネンシスと記載命名された（Nagao，

1936）．続いて1978年夏，岩手県岩泉町から日本本土では

初となる恐竜化石が報告された（Hasegawa et al．，1991）．

それ以降，国内のジュラ系から白亜系では恐竜化石の発見

が相次いだ（例えば，長谷川ほか，1984; 東，1991; 

Hasegawa et al．，1992）．国内の恐竜化石の発見は研究者

だけでなく，一般市民の注目を集め，論文や学会発表のほ

か，マスメディア向けの記者発表を実施することが多い．

そのため，日本の恐竜化石に関する情報集約は容易ではな

かった（久保田，2017）．

2017年，筆者はKobayashi et al．（2006）および柴田ほか

（2017）による目録を基盤とし，2017年11月時点の日本産

の中生代恐竜化石目録をまとめた（久保田，2017）．しか

し出版後，恐竜化石の新たな発見や分類学的帰属の再検討

（例えば，Kobayashi et al．，2019，2021a，2022; Tsukiji et 

al．，2019a，b; 辻野ほか，2022）が多く公表されたため，

5年が経過したことを機に2022年版として本資料を再整理

することとした．

なお再整理に当たり，追加情報の引用元と産出地点の単

位は久保田（2017）と同様にした．分岐群名および分類群

名の日本語表記について，久保田（2017）では松田（2017）

に従った．松田（2017）は分類に係る情報を正確に伝達する

点では適切であったが，分岐群名および分類群名のラテン

語の読み方に基づくカタカナ表記であったため，一般市民

だけではなく，研究者にも馴染みがないという課題が生じ

た．最近，それらの和訳が試みられたが（冨田ほか，2020），

現時点では一般に浸透しているとは言い難い．これらを踏ま

えて，本資料が展示および教育普及の基礎であり，正確な

情報の伝わりやすさおよび馴染みやすさを考慮して，一般

向けに出版された普及書であるナイシュ・バレット（2019）

およびベントン（2021）で使用した分岐群名および分類群

名の日本語表記を用いることとした．また近年，日本の恐竜

化石は世界的にも注目を集めていることから（Kobayashi et 

al．，2019，2021a，2022），本資料が国際的にも活用される

ことを期待して，アルファベットを併記した（電子付表１，

Online Supplementary Table 1：http://www.gmnh.pref.gunma.jp/

wp-content/uploads/bulletin27_16_1.pdf）

　　　　久保田（2017）以降の日本産の　　　　
中生代恐竜化石に関する新知見

久保田（2017）以降に発表された恐竜化石と分類学的帰

属に関する新知見について基礎自治体ごとに簡潔に整理し

た．なお2022年11月30日時点で，日本産の中生代恐竜化石

は19道県41市町村から報告されている（図1）．

キーワード：中生代，日本，恐竜，化石，目録
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北海道芦別市

2016年，上部白亜系蝦夷層群羽幌川層から脊椎の椎体部

分が1点発見された．椎体の形態や内部構造から，ティラノ

サウルス上科の尾椎として報告された（鈴木ほか，2018）．

北海道中川町

2008年にマニラプトル類として報告された右前肢の第一

中手骨，第一指から第三指の末節骨（Murakami et al．，

2008）に加えて，同一個体に由来する頸椎の一部がテリジ

ノサウルス科の新属新種，パラリテリジノサウルス・ジャ

ポニクスとして記載報告された（Kobayashi et al．，2022）．

上部白亜系蝦夷層群西知良志内層より断片的な左足根中

足骨の化石が採取された．その形態からヘスペロルニス形

類のものと考えらえるが，既知の種とは相違がある（青塚

ほか，2020）．同じ堆積年代を示す三笠市の蝦夷層群鹿島

層からはチュプカオルニス・ケラオルムが報告されている

が（Tanaka et al．，2017），その模式標本には当該部位が含

まれないことから，関係は不明である（青塚ほか，2020）．

北海道むかわ町

2003年4月9日，上部白亜系蝦夷層群函渕層から首長竜類

の尾椎と思われる化石が発見された．のちの調査で，それ

らが恐竜化石と判明すると，2013年9月より本格的な発掘

調査を経て，全身の約6割の骨が採取された（むかわ町穂

別博物館・北海道大学，2013; 小林ほか，2014; 北海道大

学ほか，2019）．2019年9月，その恐竜化石はハドロサウル

ス科の新属新種，カムイサウルス・ジャポニクスとして記

載報告された（Kobayashi et al．，2019）．

岩手県久慈市

2018年6月24日，久慈琥珀博物館の琥珀採掘体験場に分

布する上部白亜系久慈層群玉川層から1点の遊離歯が発見

された．その歯はU字型の断面と舌側面の中央部に低い隆

起をもち，切縁に鋸歯がないことから，ティラノサウルス

上科の前上顎骨歯とされた（早稲田大学，2019）．また，

2012年3月に同地点の同層から発見されたティタノサウル

ス類竜脚類の遊離歯は歯冠の形態からソムフォスポンディ

リに属するとされた（榊ほか，2022; Sakaki et al., 2022）．

2016年から2021年に小久慈町発掘調査地に分布する同層

から発見された遊離歯を検討したところ，リカルドエステ

シア・ギルモレイが2点，リカルドエステシア・イソスケ

レスが2点，パロニコドン属が1点確認された（黒須ほか，

2017; 滋慶学園グループ，2021）．

福島県いわき市

1981年から1982年に上部白亜系双葉層群玉山層入間沢部

層で採取された大腿骨の遠位半分を検討したところ，左右

に広い遠位端や後方に浅い顆間溝などから基盤的鳥脚類と

された（吉田ほか，2022）．

福島県広野町

上北迫川流域に露出する上部白亜系双葉層群足沢層から

恐竜類の遊離歯が10点発見された．その内訳はドロマエオサ

ウルス科ユードロマエオサウルス類が1点，帰属不明の獣脚

類が2点，アンキロサウルス類が3点，帰属不明の鳥盤類が2点，

帰属不明の恐竜類が2点とされた（町田ほか，2021）．

石川県白山市（白峰村）

1985年，下部白亜系手取層群桑島層が露出する桑島化石

壁付近で2つの足跡化石が発見され（東ほか，1987），1つ

はイグアノドン科，もう1つはジョホロサウリプス・サト

イに形態が類似するとされた（Manabe et al．，1989）．そ

の後，前者（白峰C足印標本; クワジマリュウ）はクワジ

マサウロプス・シラミネエンシスと命名され，獣脚類のも

のと改められた（Azuma and Takeyama，1991）．のちに

Tsukiji et al．（2019a）はこの足跡化石をユーブロンテス科

の帰属不明種とした．一方，後者（白峰A足印標本; シラ

ミネリュウ第1標本）はシラミネサウロプス・レイニと命

名された（Azuma and Takeyama，1991）．また，同年に同

じく桑島化石壁付近から発見されていた白峰B足印標本

（シラミネリュウ第2標本）はギガントシラミネサウロプス・

マツオイと命名された（Azuma and Takeyama，1991）．し

かし，シラミネリュウの2つの標本はそれぞれ単一で保存

不良であったことから（Lockley and Matsukawa，1998），

無効名とされた（Matsukawa et al．，2005）．のちにTsukiji 

et al．（2019a）はこれらを再検討し，両者をカリリチニウ

ム属の一種とした．近年では獣脚類の足跡化石（帰属不明）

（Tsukiji et al．，2019a）やユーブロンテス科の帰属不明種（酒

井ほか，2021b）が桑島層分布域から報告されている．

1989年，下部白亜系手取層群赤岩層が露出する林道百合

谷線で凹凸両型の足跡化石が発見され（近藤ほか，1990; 

東ほか，1991），ビャクダンサウロプス・シラミネエンシ

スと命名され，獣脚類のものとされた（Azuma and 

Takeyama，1991）．のちにTsukiji et al．（2019a）はこの足

跡化石をグララトル科の帰属不明種とした．

旧白峰村の手取層群北谷層分布域において，1994年に太

田谷川流域でイグアノドン類と思われる椎骨など数点が発

見された．また2015年には大道谷川沿いで恐竜類の可能性
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が高い断片的な骨化石が採取された（大塚ほか，2020）．

福井県大野市（和泉村）

下部白亜系手取層群伊月層の分布域において，1989年に

林谷から1点（林谷標本），1990年に伊月から2点（伊月A

とB標本）の足跡化石，1992年までに林谷から足跡化石の

追加標本（林谷第2標本）が発見された（竹山ほか，1990; 

東ほか，1991; 小島ほか，1992）．のちに林谷標本はシラミ

ネサウロプス・ハヤシダニエンシス（イグアノドン科の足

跡化石），伊月A標本はイツキサウロプス・イズミエンシ

ス（獣脚類の足跡化石），伊月B標本はイグアノドン科の

帰属不明種とされた（Azuma and Takeyama，1991）．しかし，

Matsukawa et al．（2005）はシラミネサウロプス・ハヤシ

ダニエンシスおよびイツキサウロプス・イズミエンシスを

無効名とし，それぞれ鳥脚類と獣脚類の帰属不明種とした．

Tsukiji et al．（2019a）はこれらを再検討し，林谷標本をカ

リリチニウム属の一種，林谷第2標本を アンブリダクティ

ルス属の一種，伊月A標本を獣脚類の帰属不明種，伊月B

標本を不確かな恐竜の足跡化石とした．加えて，Tsukiji et 

al．（2019a）は九頭竜地域の後野から獣脚類の帰属不明足

跡化石を報告した．

1990年，下部白亜系手取層群伊月層から2点の凸型足跡

化石（夫婦杉標本と長倉谷標本）が発見された（小島ほか，

1992）．東ほか（1992）は長倉谷標本の産出層準を手取層

群後野層に修正し，夫婦杉標本と長倉谷標本をそれぞれ獣

脚類と鳥脚類の帰属不明種とした．のちにTsukiji et al．

（2019a）は夫婦杉標本の産出層準も後野層に修正し，夫婦

杉標本と長倉谷標本をそれぞれ不確かな恐竜の足跡化石と

イグアノドンティポダス科の帰属不明種とした．

福井県勝山市

北谷町の恐竜化石発掘現場に分布する手取層群北谷層に

おいて，2013年8月に骨が関節していないものの，骨同士

が近い関係にある鳥類の骨格化石が発見された（福井県立

恐竜博物館，2015a; 今井ほか，2016）．2019年11月，その

鳥化石は鳥群の新属新種，フクイプテリクス・プリマとし

て記載報告された（Imai et al.，2019）．

原始的なコエルロサウルス類として報告されたフクイ

ヴェナトル・パラドクサス（Azuma et al., 2016）は，詳細

な骨学的記載と系統関係の検討がなされ，最も基盤的なテ

リジノサウルス類に位置付けられた（Hattori et al., 2021）．

1991年から2019年にかけて，断続的に採取されてきた18

点の円錐形の遊離歯を検討したところ，縦方向に多数の筋

が発達することや表面に細かい皺が発達することなどか

ら，スピノサウルス科の歯化石とされた（Hattori and 

Azuma，2020）．また，同現場から中型獣脚類恐竜の頸椎，

尾椎，趾骨，竜脚類の遊離歯，イグアノドン類の肩甲骨，

鳥盤類の仙椎が報告された（福井県立恐竜博物館，2019b，

2022a）．

1990年以降，同発掘現場からは獣脚類や竜脚類，鳥脚類，

アンキロサウルス類の足跡化石が多数報告された（東，

1991; Azuma and Tomida，1995; 築地ほか，2016a）．近年，

それらの再検討が進み，獣脚類はアジアノポダス属の一種，

ミニサウリプス属の一種，キョンサンオルニペス属の類似

種，オルニトミミポダス科の帰属不明種，グララトル科の

帰属不明種，ユーブロンテス科の帰属不明種，アクアティ

ラヴィペス属の類似種の7タイプが確認された（Imai et 

al．，2018; Tsukiji et al．，2019b）．また，鳥脚類はアムブリ

ダクティルス属の一種，カリリチニウム属の一種の2タイ

プが識別された（築地ほか，2016b; Tsukiji et al．，2018）．

岐阜県白川村

1989年8月，大白川流域に分布する下部白亜系手取層群

カギ谷層から30点以上の足跡化石が発見され（國光ほか，

1990），鳥脚類の帰属不明種とされた（Azuma and Tomida，

1995; 鹿野ほか，2001）．一方で，それらの足跡化石を獣脚

類の帰属不明種とする意見もあった（Matsukawa and 

Obata，1994; Matsukawa et al．，2005）．Tsukiji et al．（2020）

はこれらを再検討し，獣脚類のユーブロンテス科の帰属不

明種と鳥脚類のイグアノドンティポダス科の帰属不明種に

分類した．

岐阜県高山市（荘川村）

1988年10月23日，下部白亜系手取層群大黒谷層から卵殻

化石が2点発見された．それ以降に採取された3点と4点の

卵殻表面の雌型も含めて検討したところ，卵殻断面におい

て境界が不明瞭な二層構造をもつ点や卵殻表面に網目状の

隆起模様がある点などから，新卵属新卵種のラモプリズマ

トウーリサス・オオクライとして記載報告された（植松ほ

か，2021; Uematsu et al., 2022）．

2022年10月22日，荘川町尾上郷において，2種類の獣脚

類と1種類のイグアノドン類の足跡化石が1カ所から発見さ

れた（中日新聞，2022）．

和歌山県湯浅町

2018年10月21日，下部白亜系湯浅層から遊離歯が1点発

見された．円錐形の歯冠や表面に見られる縦方向の条線，

断面の微細構造の分析から，スピノサウルス科の歯とされ
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た（和歌山県立自然博物館，2022）．

兵庫県丹波市

2006年以降に丹波市山南町上滝に分布する下部白亜系篠

山層群大山下層から採取された獣脚類の遊離歯を検討した

ところ，ティラノサウルス上科とドロマエオサウルス科の

側歯が確認された（久保田ほか，2021）．

2015年10月，丹波市山南町上滝にあるタンバティタニス

の産地から10～ 20ｍ南東の地点で卵殻化石が発見され，

2020年までに1,300点以上の卵殻化石が採取された．それ

らを検討したところ，新卵属新卵種のヒメウーリサス・ム

ラカミイと新卵種のサブティリオリサス・ヒョウゴエンシ

スが記載報告された（Tanaka et al．，2020）．なお，後者は

Tanaka et al．（2016）でプリズマトウーリサス卵科の帰属

不明種とされたものである．

兵庫県丹波篠山市（篠山市）

2008年7月に丹波篠山市大山下に分布する下部白亜系篠

山層群大山下層から採取された獣脚類の遊離歯を検討した

ところ，ドロマエオサウルス科の側歯とされた（久保田ほ

か，2021）．

2015年10月，丹波篠山市大山下における川代1号トンネ

ルの掘削工事で発生した岩砕からネオケラトプス類の化石

が発見された．ネオケラトプス類の発見は同市では宮田

（Saegusa et al．，2009），西古佐（三枝ほか，2012）に次ぐ

3地点目に当たる．その後，2017年12月までに追加のネオ

ケラトプス類の化石のほか，竜脚類の歯化石も採取された

（三枝ほか，2018）．

兵庫県洲本市

2014年7月，下部白亜系和泉層群北阿万層から脛足根骨

が発見され，ヘスペロルニス形類のものとされた（Tanaka 

et al．，2020）．

2004年5月，同層から鳥脚類の歯骨，上角骨，3点の頸椎，

烏口骨，数点の遊離歯が発見され，歯骨と歯の形態からラ

ンベオサウルス亜科（ハドロサウルス科）に帰属するとさ

れた（鈴木ほか，2005; Suzuki et al．，2005）．その後，1点

の断片的な頸椎，3点の頸肋骨，1点の尾椎が新たに同定さ

れ，再検討したところ，新属新種の基盤的ハドロサウルス

科のヤマトサウルス・イザナギイとして記載報告された

（Kobayashi et al．，2021a）．

兵庫県南あわじ市

南あわじ市地野に分布する上部白亜系和泉層群下灘層か

ら骨盤が1点発見され，癒合した仙椎の数や椎体関節面の

形状から，新鳥類として同定された（松岡ほか，2018）．

徳島県勝浦町

下部白亜系物部川層群立川層から，2018年に脛骨と破損

した歯が，2020年に1点の四肢骨が発見され，ともに獣脚

類のものとされた（徳島県立博物館，2019; 福井県立恐竜

博物館，2021a）．また，2018年8月と2021年3月に同層から

恐竜類の骨質化した腱化石が報告された（徳島県立博物館，

2018; 福井県立恐竜博物館，2021a）．

山口県下関市

1965年9月20日に下部白亜系関門層群下関亜層群から採

取され保管されていた8点の“卵状化石”を検討し，新卵

種のムルティフィスウーリサス・シモノセキエンシスとし

て記載報告された（今井ほか，2018; Imai et al．，2020）．

福井県立恐竜博物館（2017a）は，化石が発見された時期

に着目し，「1965年には実質的に日本初の恐竜化石が発見

されていたことになります．」とした．しかしながら，群

馬県神流町から報告されている恐竜類の足跡化石が見られ

る層理面は1953年に実施された県道秩父・野沢線の工事後

の崩落によって大規模に露出したもので，1957年8月に発

見された（新井ほか，1958）．新井ほか（1958）はのちに

恐竜の足跡化石とされたものの一部を「奇妙な穴」として

報告している．このことから，発見された時期を基準とす

れば，群馬県神流町産の恐竜類の足跡化石が実質的に日本

初の恐竜化石と言える．

長崎県西海市

呼子ノ瀬層が分布する炭田地域から帰属不明の恐竜類の

椎体と骨盤を含む骨化石が発見された．呼子ノ瀬層はかつて

下部～中部始新統とされたが，ジルコンU-Pb年代測定から

マーストリヒチアン最上部と考えられる（宮田ほか，2022）．

熊本県天草市（天草町）

上部白亜系姫浦層群下津深江層が分布する天草町海岸の

化石包含層から，2018年10月と2021年3月にそれぞれ1点の

遊離歯が発見され，ハドロサウルス上科の歯とされた（福

井県立恐竜博物館，2021b; 黒須ほか，2022）．

熊本県天草市（御所浦町）

1999年4月に御所浦島南側の採石場に分布する御所浦層

群烏帽子層から発見された複数の恐竜化石のうち，“鳥脚

類の上腕骨（菊池ほか，2004）”とされていた化石を再検
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討したところ，竜脚類の肋骨の一部と判明した（Sekiya et 

al．，2019; 福井県立恐竜博物館，2020a）．

熊本県八代市

2014年10月，下部白亜系川口層が分布する八代山地の道

路脇の転石から断片的な骨化石が発見された．緩やかに湾

曲し，楕円形の断面をした形状から，恐竜類の肋骨の一部

とされた（池上・村上，2019）．

鹿児島県薩摩川内市（上甑島）

2016年7月，上甑島の海沿いに分布する上部白亜系姫浦

層群からハドロサウルス上科の部分的な大腿骨（近位側の

半分）が発見され，同島から採取された獣脚類の遊離歯と

ともに報告された（對比地ほか，2018）．

鹿児島県長島町

2021年11月，獅子島南東部に露出する御所浦層群から骨

化石を多数含む層が発見され，それらの化石は恐竜類のも

のとされた（東京都市大学，2022）．

　　久保田（2017）における2017年以前に　　
発見された化石の未掲載と誤りの訂正

久保田（2017）において，富山県立山町の手取層群白岩

川層と同県富山市（大山町）の同層群長棟川層からの足跡

化石の産出を掲載しなかったこと，および熊本県天草市（河

浦町）から産出した化石を誤って同市（御所浦町）にも重

複して掲載したことが確認された．これらを以下に取り上

げ，表1において訂正した．

富山県立山町［追記］

2003年10月23日，下部白亜系手取層群白岩川層において

4点の足跡化石が発見された．そのうち，1点は三指性の恐

竜類のもので，獣脚類もしくは鳥脚類とされた（茂野ほか，

2004）．

富山県富山市（大山町）［追記］

1992年5月11日から20日までの間，下部白亜系手取層群

長棟川層猪谷互層が分布する大山町亀谷の和田川右岸

（1990年11月に獣脚類の足跡化石が報告された露頭; 後藤，

1993）を調査し，竜脚類や鳥脚類などの足跡化石が十数点

発見された（後藤，1993; Goto and Tanimoto，1995）．

熊本県天草市（御所浦町）［削除］

菊池・廣瀬（2005）により天草下島の羊角湾北部（旧河

浦町）に分布する姫浦層群上部亜層群III-a部層からIII-b部

層への遷移部から鳥脚類の足跡化石が，その周辺から竜脚

類の歯化石が報告された．久保田（2017）はそれらの産出

を天草市（河浦町）と天草市（御所浦町）に重複して掲載

したため，後者を表1から削除した． 
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［筆者補記］

本稿受理後，2023年1月20日に新たな恐竜化石産地の存

在が発表された．本資料が日本産の中生代恐竜化石産地お

よびそこから発見された恐竜化石を網羅したものであると

いう観点から，以下に補記する．なお，この発見により日

本で中生代の恐竜化石が発見された基礎自治体は19道県42

市町村となる．

和歌山県広川町

下部白亜系湯浅層が分布する広川町山本の白木海岸にお

いて，2022年5月と9月にそれぞれ3点と1点の遊離歯が発見

され，それらはスピノサウルス科の歯1点，帰属不明の獣

脚類の歯2点，イグアノドン類の歯1点とされた（和歌山県

立自然博物館，2023）．
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